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研究成果の概要（和文）：本研究は日本の事業所・企業の構造を把握できるデータベースを構築し資本の支配構造を明
らかにして近年の低経済成長下での産業構造の変化を辿る。
基本データは財務省の法人企業統計データの個票情報から第１・第2主業種から、企業の産業構造を格付けする。ただ
第3業種はその他の計で、しかも産業コードは財務省の37業種である。データベースの期間は1983-2002年で、これとリ
ンクして事業所・企業統計調査の進化した経済センサスにより、資本の支配構造を示し、部分的であるがいわゆるタッ
クスヘーブンに究極の資本支配企業を置く傾向などを調べた。研究成果は膨大な統計表を含むのでCD-ROM等を加えた専
門書として公刊したい。

研究成果の概要（英文）：The aims is to construct a database of Japanese establishments and firms linked 
in a schematised system of the same ultimate capital owners and to analyse changes of the industrial 
structure of the recent low growing period.
The data were from the Surveys for the Financial Statements Statistics of Corporations by Industry, 
surveyed by the MOF. The original questionnaires enabled us to obtain sales amount data for business 
activities related to the main, second, and third industrial classification codes. But the third appeared 
as conglomerates of various industrial codes not classified in detail. Moreover, the industrial codes 
used are the consolidated ones from the JSIC for firms into 37 industries. Coverage of our database is 
from 1983 to 2002. Another data was the Economic Census developed from the Establishment Census surveyed 
by the MIC. We have analyzed the hierarchy of ownership of firms and ultimate owner companies sometimes 
registered in tax haven countries.

研究分野：経済統計
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１．研究開始当初の背景 
これまでの統計法及び統計報告調整法の
二法律を統合して新統計法が成立し、ミクロ
データ、いわゆる個票情報、の学問的利用に
対して大きく開かれるようになった。同時に
これまでの所管官庁別の産業別統計調査が
統合されて経済センサスが実現する状況に
なった。他面、研究開始時点の社会経済の実
態は低迷する２０年間と呼ばれるような状
況であり、実証的経済学的研究の深化が望ま
れていた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、統計法の個票情報開示の申請を
行って、これまで政府の作成して来なかった
新規な統計表を作成して、学界の共有財産と
することを目的としている。より具体的には
低経済成長下の日本経済の産業構造の変容
を測定する。 
 
３．研究の方法 
本研究の前身に当たる研究で作成した  
財務省「法人企業統計調査」および総務省「事
業所･企業統計調査」の個票情報を利用して
作成した企業・事業所識別コードのリンケー
ジデータベースの利用を認められていたの
で、今回新たに個票情報の利用申請を行い実
データを復元したデータベースを使用して、
研究分担者への利用に供するとともに、事業
所・企業統計調査の後身である経済センサス
の個票情報の利用申請を行いデータベース
の拡張を行う手法で研究を実施した。 
 
４．研究成果 
事業所・企業統計調査とその後身である経
済センサス基礎調査とのリンケージにより
日本の多国籍企業の事業所と企業の階層構
造をセータベース化し、それを利用しての企
業の単一産業格付けが難しいことを明らか
にした集計表を作成した。そのデータベース
に法人企業統計調査の季報・年報をリンクし
て産業格付けの変動を追跡した。さらに飲食
業を素材として有価証券報告書の公開情報
と結びつけて法人企業統計調査よりより詳
細な財務諸表による分析を行った。 
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